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主
な
大
規
模
山
地
災
害
の

発
生
状
況

　
近
年
の
山
地
災
害
の
発
生
状
況
を
み
る
と
、

単
一
の
災
害
に
よ
る
被
害
が
当
年
の
被
害
全

体
に
占
め
る
割
合
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す

（
図
１
）。
例
え
ば
、
広
島
県
等
の
西
日
本
で

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
平
成
30
年
７
月
豪

雨
で
は
約
66
％
、
熊
本
県
等
を
中
心
に
全
国

的
な
被
害
が
発
生
し
た
令
和
２
年
７
月
豪
雨

で
は
約
84
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

線
状
降
水
帯
の
発
生
な
ど
の
近
年
の
豪
雨
の

激
甚
化
に
よ
っ
て
山
地
災
害
が
甚
大
化
し
や

す
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、

甚
大
な
山
地
災
害
は
全
国
ど
こ
で
も
発
生
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
（
図
２
）。

大
規
模
山
地
災
害
か
ら
の

復
旧
状
況

　
こ
う
し
た
大
規
模
な
山
地
災
害
が
発
生
し

た
際
、
林
野
庁
で
は
先
ず
、
宇
宙
航
空
研
究

開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
と
の
協
定
に
基
づ

く
人
工
衛
星
に
よ
る
緊
急
観
測
や
各
森
林
管

理
局
と
被
災
自
治
体
が
合
同
で
実
施
す
る
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
現
地
調
査
な
ど
を
通
じ

て
、
被
災
状
況
を
早
期
に
把
握
し
て
い
ま
す
。

次
に
被
害
の
状
況
を
踏
ま
え
、
都
道
府
県
や

森
林
管
理
局
が
、
被
災
地
域
の
早
期
復
旧
に

向
け
て
災
害
復
旧
事
業
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

平
成
29
年
７
月
九
州
北
部
豪
雨

　
平
成
29
年
７
月
九
州
北
部
豪
雨
で
は
、九
州

北
部
で
記
録
的
な
豪
雨
と
な
り
、山
腹
崩
壊
と

と
も
に
大
量
の
流
木
が
発
生
し
ま
し
た
。福
岡

県
と
大
分
県
で
は
、１
，０
８
５
ヵ
所
で
、被
害

額
約
３
０
２
億
円
の
甚
大
な
被
害
と
な
り
ま

し
た
。被
害
が
集
中
し
た
福
岡
県
朝
倉
地
区
で

は
、福
岡
県
の
要
請
を
受
け
、九
州
森
林
管
理

局
が
民
有
林
直
轄
治
山
事
業
に
よ
る
復
旧
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
（
写
真
１
）。

　
ま
た
、こ
の
豪
雨
に
よ
る
流
木
災
害
は
、全

国
的
な
流
木
対
策
を
強
化
す
る
契
機
と
な
り

ま
し
た
。緊
急
的
・集
中
的
に
流
木
対
策
が
必

要
な
全
国
約
１
，２
０
０
ヵ
所
を
抽
出
し
、流

木
捕
捉
式
治
山
ダ
ム
の
設
置
な
ど
の
対
策
を

実
施
し
ま
し
た
（
写
真
２
）。

近年の
大規模山地災害からの

復旧状況
～治山対策の取組～

図１	 近年の山地災害の発生状況（令和３年11月15日時点）

当該年の単一の災害
北海道胆振東部地震

　平成29年7月の九州北部豪雨以降、平成30年には西日本を中心に発生した7月豪雨や北海
道胆振東部地震、令和元年には東日本台風（台風第19号）、令和２年には西日本から東日本の広
い範囲で発生した7月豪雨などのように、近年の豪雨の激甚化や地震により、大規模な山地災害
が毎年のように発生しています。これらの山地災害の被災現場は、都道府県や森林管理局により
復旧が進められています。その復旧の状況と災害を踏まえた新しい治山対策の取組を紹介します。
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平
成
30
年
７
月
豪
雨

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
で
は
、
停
滞
し
た
前

線
や
台
風
７
号
の
影
響
に
よ
り
、
西
日
本
を

中
心
に
記
録
的
な
豪
雨
と
な
り
ま
し
た
。
被

害
は
過
去
10
年
間
（
平
成
23
年
～
令
和
２

年
）
の
単
一
の
災
害
と
し
て
最
多
と
な
る

全
国
３
，０
６
８
ヵ
所
で
、
被
害
額
は
約
１
，

３
５
６
億
円
に
上
り
ま
し
た
。
特
に
被
害
が

甚
大
だ
っ
た
広
島
県
東
広
島
地
区
で
は
、
広

島
県
の
要
請
に
よ
り
、
近
畿
中
国
森
林
管
理

局
が
民
有
林
直
轄
治
山
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
徳
島
県
・
高
知
県
境
に
あ

る
吉
野
川
上
流
地
区
に
お
い
て
、
両
県
の
要

請
に
よ
り
、
四
国
森
林
管
理
局
が
本
年
度
か

ら
民
有
林
直
轄
治
山
事
業
に
着
手
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
豪
雨
で
は
、
巨
石
や
土
石
流

図２	 近年の大規模山地災害の発生状況

写真１	 被災直後の様子（福岡県朝倉市）写真３	 土石流対策のための治山ダムの設置
	 （広島県東広島市）

写真２	 流木捕捉式治山ダム写真４	 ヘリコプターによる緑化工
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山
腹
崩
壊
が
発
生
し
、
１
８
９
ヵ
所
、
被
害

額
約
４
３
０
億
円
の
甚
大
な
山
地
災
害
と
な

り
ま
し
た
。
北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、
平

成
30
年
９
月
か
ら
北
海
道
庁
（
胆
振
総
合
振

興
局
森
林
室
）
に
職
員
を
派
遣
し
、
復
旧
に

関
す
る
事
務
な
ど
を
支
援
し
ま
し
た
（
写
真

５
）。
緊
急
に
復
旧
整
備
を
行
う
必
要
が
あ
る

54
ヵ
所
に
つ
い
て
は
、
災
害
関
連
緊
急
治
山

等
事
業
で
復
旧
に
取
り
組
み
、
全
て
の
事
業

が
完
了
し
ま
し
た（
写
真
６
、７
）。引
き
続
き
、

渓
流
の
土
砂
の
流
出
を
抑
制
す
る
治
山
対
策

が
計
画
的
に
進
む
よ
う
支
援
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

令
和
元
年
東
日
本
台
風

　
令
和
元
年
10
月
の
令
和
元
年
東
日
本
台
風

で
は
、
東
北
、
関
東
甲
信
地
域
を
中
心
に
記

録
的
な
豪
雨
と
な
り
、
全
国
の
１
，３
１
１
ヵ

が
道
路
等
の
重
要
イ
ン
フ
ラ
に
激
甚
な
被
害

を
も
た
ら
し
た
こ
と
か
ら
、
土
石
流
対
策
の

た
め
の
治
山
ダ
ム
の
設
置
と
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

に
よ
る
緑
化
工
を
組
み
合
わ
せ
た
復
旧
を
実

施
す
る
（
写
真
３
、４
）
と
共
に
、
治
山
施
設

の
配
置
な
ど
の
技
術
的
な
方
針
を
検
討
し
ま

し
た
。
こ
の
方
針
を
踏
ま
え
、
国
土
強
靱
化

対
策
等
に
よ
り
全
国
的
な
治
山
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震

　
平
成
30
年
９
月
６
日
未
明
、
北
海
道
胆
振

地
方
中
東
部
を
震
源
と
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
６
．
７
の
地
震
が
発
生
し
、
厚
真
町
で
震

度
７
（
北
海
道
に
お
い
て
観
測
史
上
初
）、
安

平
町
、
む
か
わ
町
で
震
度
６
強
を
観
測
し
ま

し
た
。
特
に
揺
れ
の
大
き
か
っ
た
厚
真
町
北

部
を
中
心
に
13
㎞
四
方
の
範
囲
で
集
中
的
に

所
で
、
被
害
額
約
４
２
３
億
円
の
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
特
に
被
害
が
甚
大
で
あ
っ

た
宮
城
県
丸
森
町
で
は
、
平
成
14
年
に
発
生

し
た
山
火
事
跡
地
の
崩
壊
を
含
む
大
規
模
な

山
腹
崩
壊
な
ど
が
発
生
し
ま
し
た
。
被
害
が

東
北
、
関
東
甲
信
地
域
の
広
域
に
及
ん
だ
こ

と
か
ら
、
関
東
森
林
管
理
局
及
び
東
北
森
林

管
理
局
は
被
災
自
治
体
と
合
同
で
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
調
査
な
ど
を
実
施
し
、
初
動
対
応
を
支

援
し
ま
し
た
（
写
真
８
）。
ま
た
、
緊
急
に
復

旧
整
備
を
行
う
必
要
が
あ
る
１
０
７
ヵ
所
で

は
、
災
害
関
連
緊
急
治
山
等
事
業
に
よ
り
、

現
在
も
復
旧
を
進
め
て
い
ま
す
（
写
真
９
）。

令
和
２
年
７
月
豪
雨

　
令
和
２
年
７
月
３
日
か
ら
31
日
に
か
け
て

停
滞
し
た
梅
雨
前
線
の
影
響
に
よ
り
、
西
日

本
か
ら
東
日
本
の
広
い
範
囲
で
記
録
的
な
豪

雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
九
州
地
方
で

は
線
状
降
水
帯
が
多
数
発
生
し
ま
し
た
。
こ

の
豪
雨
に
よ
り
、
35
道
府
県
の
１
，７
５
４
ヵ

所
で
、
被
害
額
約
６
７
５
億
円
の
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。
緊
急
に
復
旧
整
備

を
行
う
必
要
が
あ
る
全
国
の
２
５
６
ヵ
所

近年の大規模山地災害からの復旧状況 ～治山対策の取組～

写真５	 復旧業務の支援の様子（北海道森林管理局）

写真７　復旧された様子

写真６	 被災直後の様子（北海道厚真町）

写真８	 ヘリコプター調査の様子（関東森林管理局）

写真９	 治山施設の完成報告会の様子
	 （宮城県丸森町子安地区）

写真11	復旧された様子 写真10	被災直後の様子
	 （熊本県小国町）
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で
、
災
害
関
連
緊
急
治
山
等
事
業
に
よ
り
現

在
も
復
旧
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
（
写
真
10
、

11
）。
ま
た
、
特
に
被
害
が
甚
大
だ
っ
た
熊
本

県
芦あ

し
き
た北

地
区
で
は
、
熊
本
県
の
要
請
に
よ
り
、

九
州
森
林
管
理
局
が
民
有
林
の
治
山
施
設
や

荒
廃
地
の
復
旧
を
直
轄
代
行
に
よ
り
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
近
年
各
地
で
甚
大
な
山

地
災
害
が
相
次
ぐ
中
、
都
道
府
県
及
び
森
林

管
理
局
で
は
、
被
災
地
域
の
復
旧
復
興
に
向

け
全
力
で
取
り
組
ん
で
お
り
、
災
害
復
旧
事

業
が
完
了
し
た
後
に
は
、
更
に
安
全
性
を
高

め
る
た
め
の
治
山
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
う
し
た
経
験
や
成

果
を
伝
え
る
た
め
、
森
林
管
理
局
で
は
、
治

山
施
設
の
役
割
や
森
林
の
防
災
機
能
を
子
供

た
ち
に
学
ん
で
も
ら
う
防
災
教
室
な
ど
を
実

施
し
て
い
ま
す
（
写
真
12
）。

治
山
対
策
の

新
た
な
取
組
に
つ
い
て

今
後
の
治
山
対
策
の
方
向
性

　
こ
う
し
た
災
害
の
復
旧
に
向
け
た
取
組
に

加
え
、
気
候
変
動
に
よ
る
更
な
る
豪
雨
の
激

甚
化
を
見
据
え
、
林
野
庁
で
は
、
今
後
の
治

山
対
策
の
方
向
性
を
検
討
し
ま
し
た
。
有
識

者
を
交
え
た
検
討
を
経
て
、
森
林
の
土
砂
流

出
を
防
止
す
る
機
能
の
維
持
・
向
上
の
た
め

の
技
術
的
な
方
針
を
定
め
、
強
化
し
て
い
く

べ
き
具
体
的
な
内
容
を
整
理
し
ま
し
た
（
図

３
）。
詳
し
い
内
容
は
、
治
山
事
業
を
紹
介
す

る
林
野
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
お
い
て
、
検
討

会
の
と
り
ま
と
め
を
公
開
し
て
い

ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

流
域
治
水
の
取
組
と
連
携
し
た

治
山
対
策

　
令
和
元
年
東
日
本
台
風
の
阿
武
隈
川
や
令

和
２
年
７
月
豪
雨
の
球
磨
川
な
ど
、
近
年
大

規
模
な
水
害
が
頻
発
し
て
お
り
、
河
川
の
上

流
か
ら
下
流
ま
で
流
域
全
体
の
関
係
者
が
一

体
と
な
っ
て
、
治
水
対
策
に
取
り
組
む
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
年
３
月
に
は
、

全
国
１
０
９
の
全
て
の
一
級
水
系
（
河
川
）

な
ど
に
お
い
て
、
流
域
の
関
係
者
の
協
働
に

よ
る
治
水
対
策
の
全
体
像
を
と
り
ま
と
め
た

流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
策
定
・
公
表
さ

写真12	 防災教室の様子
	 （広島県東広島市、主催：近畿中国森林

管理局広島森林管理署）

図３	 強化していくべき具体的な内容
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治山施設の防災・減災効果
　今まで紹介してきたように豪雨による山地災害が頻発している中、治山施設の
防災・減災の効果が発揮された事例が確認されていますので紹介します。

れ
ま
し
た
。
林
野
庁
で
は
、
こ
の
流
域
治
水

の
取
組
と
連
携
し
て
、
河
川
の
上
流
域
で
あ

る
森
林
の
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
森
林

の
対
策
と
し
て
は
、
森
林
の
保
水
機
能
の
維

持
・
向
上
と
河
川
の
閉
塞
を
防
ぐ
土
砂
や
流

木
の
流
出
抑
制
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

技
術
的
な
方
針
に
あ
る
よ
う
に
、
保
安
林
の

間
伐
等
の
森
林
整
備
と
組
み
合
わ
せ
た
筋
工

（
※
）
等
の
設
置
（
写
真
13
）、
流
木
捕
捉
式
治

山
ダ
ム
の
設
置
、
既
存
治
山
ダ
ム
へ
の
流
木

捕
捉
機
能
の
追
加
、
渓
流
の
危
険
木
の
除
去

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
（
写
真
14
、15
）。

　
林
野
庁
で
は
、
今
後
も
引
き
続
き
、
被
災

地
域
の
復
旧
・
復
興
と
、
森
林
の
有
す
る
土

砂
流
出
防
止
や
洪
水
緩
和
等
の
機
能
の
維
持
・

増
進
を
通
じ
て
、
事
前
防
災
・
減
災
対
策
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

※	

丸
太
を
等
高
線
に
沿
っ
て
配
置
し
、
地
表

水
を
分
散
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
表
面
侵
食

を
防
止
す
る
工
法

近年の大規模山地災害からの復旧状況 ～治山対策の取組～

写真13	 筋工の設置の様子（静岡県）写真14　既存治山ダムの上流部に流木の捕捉機
能を追加する取組（中部森林管理局）

写真15	 渓流沿いの危険木の除去（群馬県）

治山ダムが土石流の流下エネルギーを軽減
（大分県別府市、令和３年８月大雨）

治山ダムが土砂や流木を捕捉
（青森県風間浦村、令和３年８月大雨）

治山ダムが土砂や流木を捕捉
（岐阜県下呂市、令和２年７月豪雨）

流木捕捉式治山ダムが流木や土砂を捕捉
（熊本県球磨村、令和２年７月豪雨）

治山ダムが土砂や流木を捕捉
（鹿児島県さつま町、令和３年７月大雨）

森林斜面の崩壊を防止
（長崎県長与町、令和３年８月大雨）




